
CBTシステム共有・マニュアル化により
他大学に対しても普及促進

事業名称：情報学的アプローチによる「情報科」大学入学者選抜における評価手法の研究開発
取組大学：大阪大学（代表校）、東京大学、情報処理学会
対象分野：情報分野

情報科の入学者選抜試験実施における評価手法、ＣＢＴシステム化、ＡＩやビッグデータ技術などを駆使し
た評価に関する研究を実施し、その成果を普及する。

• 次期学習指導要領に整合した「情報科」大学入学者選抜の評価手法の確立
• CBTシステム化による「思考力・判断力・表現力」評価の機能性確認と大規模化への要件整理
• 大学入学者選抜における情報技術の適用可能性アセスメント
• 「情報科」大学入学者選抜に関する一般認知度向上

「情報科」CBTシステム化に関する研究

広報活動と
動向調査研究「情報科」入試実施における評価手法の検討情報技術による入試の

評価に関する研究 次期学習指導要領を加味
した知識体系の整理

情報科での「思考力・判断力・表現力」評価手法の検討

分野別質保証・参照基準を考
慮した入試評価項目の検討

模擬試験の問題作成と実施

「思考力・判断力・表現力」を評価するためのCBTの機能性検討

「情報科」試行用CBTプロトタイプシステムの構築と試行実施

大規模CBT構築への要求要件整理

成 果

事業概要

• 「情報科」大学入学
者選抜に関するイベン
ト企画

• 産業界での情報関連
スキルのニーズ調査

• 国内外の動向調査
• 他教科評価手法検

討への知識供与

• AIやビッグデータ等情報
技術による問題評価・作
問検討

• ルーブリックによる「思考
力・判断力・表現力」評
価分析

• 新たなCBTユーザ・インタ
フェースの検討

得られた知見を他教科の評価手法に
活用するための積極的な連携


